
第２部

「探究」学びの種いっぱい
「幸福度日本一」の福井県

自然、歴史・文化、産業～多様な学習テーマとプログラム

「福井の暮らし　肌で感じて」
会長　山田　義彦　氏

公益社団法人　福井県観光連盟

民
泊
で
深
ま
る
体
験
と
交
流

積
極
的
に
教
育
旅
行
誘
致

北
陸
新
幹
線

金
沢
・
敦
賀
開
業
　

関
東
か
ら
も
誘
致
強
化
へ

「
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」と
は

福
井
県
観
光
連
盟

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
部
部
長

荒
木
敬
司
氏
に
聞
く

高
校
教
育
旅
行
特
集
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「
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国
１
位
の
福
井
県
が
、
教
育
旅
行
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
る
。地
域
の
つ
な
が
り
が
豊
か
で
、子
育
て
や
住
ま
い
の
環
境
に
優
れ
、子
ど
も
の
学
力
、

体
力
が
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
な
ど
〝
日
本
一
幸
せ
な
県
〟
と
も
評
価
さ
れ
る
福
井
県

に
は
、
探
究
学
習
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
〝
学
び
の
種
〟
が
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
だ
。
北
陸
新

幹
線
の
金
沢
・
敦
賀
開
業
で
関
東
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
ぐ
っ
と
便
利
に
。
新
た
な
教
育
旅

行
の
目
的
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
福
井
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
。

「教育旅行ふくい」における民泊での畑
作業体験

「若狭三方五湖わんぱく隊」の干物づく
り体験

「若狭路はあとふる体験」での林業体験
プログラム

民泊受け入れ家庭での団らん（教育旅行
ふくい）

◀
越
前
和
紙
の
里
（
越
前
市
）

が
あ
る
今
立
地
区
は
、
１
５
０

０
年
の
歴
史
と
高
い
品
質
、
技

術
を
誇
る
越
前
和
紙
の
産
地
。

紙
す
き
体
験
が
で
き
る
「
パ
ピ

ル
ス
館
」
＝
写
真
＝
や
、
工
芸

館
、
博
物
館
が
あ
る
。

▶
敦
賀
港
は
１
９
２
０
年
代
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
、
年
代
に

「
命
の
ビ
ザ
」を
携
え
た
ユ
ダ
ヤ

難
民
が
上
陸
。当
時
の
建
物
を

復
元
し
た
資
料
館「
人
道
の
港

敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」（
敦
賀
市
）が

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
。

◀
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡（
福
井

市
）は
、戦
国
大
名
、朝
倉
氏
の

城
下
町
跡
。一
帯
は
国
の
特
別

史
跡
、庭
園
が
特
別
名
勝
、出
土

品
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。復
元
さ
れ
た
町
並
み
、

博
物
館
で
学
習
で
き
る
。

▶
年
縞
は
三
方
五
湖
の
一
つ
、

水
月
湖
に
７
万
年
を
か
け
て
堆

積
し
た
縞
模
様
の
地
層
。化
石

な
ど
の
年
代
特
定
に
役
立
つ
。

福
井
県
年
縞
博
物
館（
若
狭
町
）

で
は
７
万
年
分
、
㍍
の
実
物

を
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
展
示
。

　
福
井
県
は
、「
全

都
道
府
県

幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
４

年
版
」で
総
合
１
位
に
選
出
さ

れ
て
い
る
。２
０
１
４
年
版
、

年
版
、
年
版
、
年
版
、
年

版
に
続
き
、
年
６
回
連
続
の

「
幸
福
度
日
本
一
」だ
。

　
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
は
日
本

総
合
研
究
所
が
発
表
。１
人
当

た
り
の
県
民
所
得
な
ど
の
基
本

指
標
と
、健
康
、文
化
、仕
事
、生

活
、教
育
な
ど
全

の
分
野
別

指
標
で
幸
福
度
を
算
出
し
、ラ

ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
。

　

年
版
で
福
井
県
は「
教
育

分
野
」で
１
位
、「
仕
事
分
野
」で

４
位
、「
生
活
分
野
」で
９
位
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
」や「
経
済
的

豊
か
さ
」の
各
指
標
で
も
上
位

に
入
っ
て
い
る
。

　
福
井
県
は
、「
も
の
づ
く
り
産

業
を
中
心
に
安
定
し
た
雇
用
環

境
が
あ
り
、失
業
率
が
低
く
、働

く
女
性
や
高
齢
者
の
割
合
が
高

い
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
は
家
族

や
地
域
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
安

心
し
て
勉
強
や
運
動
に
打
ち
込

め
る
環
境
が
あ
り
、学
力
、体
力

の
高
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
で
育
っ
た
優
秀

な
人
材
が
ま
た
福
井
県
を
支
え

る
と
い
う
好
循
環
が
、『
幸
福
度

日
本
一
ふ
く
い
』の
基
盤
に
な

っ
て
い
る
」と
分
析
し
て
い
る
。

　
教
育
旅
行
誘
致
に
つ
い
て
、

福
井
県
観
光
連
盟
・
観
光
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
部
部
長
の

荒
木
敬
司
氏
に
聞
い
た
。

　
―
―
福
井
県
の
観
光
政
策
に

お
け
る
教
育
旅
行
の
位
置
づ
け

は
。

　
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
・
敦
賀

開
業
は
大
き
な
追
い
風
だ
が
、

以
前
か
ら
教
育
旅
行
誘
致
に
は

力
を
入
れ
て
き
た
。
福
井
県
の

魅
力
に
触
れ
て
学
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
子
ど
も
時
代
の
旅
行
体

験
は
将
来
の
旅
行
意
向
に
影
響

す
る
と
い
わ
れ
、
教
育
旅
行
の

経
験
が
将
来
の
福
井
県
観
光
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

平
日
の
旅
行
需
要
と
い
う
意
義

も
大
き
い
。
教
育
旅
行
は
非
常

に
重
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
る
。

　
―
―
近
年
の
教
育
旅
行
の
来

訪
実
績
は
。

　
福
井
県
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
こ
れ
ま
で
教
育
旅
行
の
メ

イ
ン
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
、
旅
行
先

の
振
り
替
え
需
要
で
む
し
ろ
以

前
よ
り
多
く
の
教
育
旅
行
生
に

お
越
し
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ

前
は
年
間
２
千
人
泊
ぐ
ら
い
だ

っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
期
間
に
は
１

万
５
千
人
泊
に
達
し
た
年
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
小
さ
く
な
い
イ

ン
パ
ク
ト
。
コ
ロ
ナ
が
明
け
る

と
、
元
々
の
行
き
先
に
教
育
旅

行
が
戻
る
流
れ
が
あ
り
、
ピ
ー

ク
時
か
ら
は
減
少
し
た
も
の

の
、
２
０
２
３
年
度
は
約
５
千

人
泊
で
コ
ロ
ナ
前
を
大
き
く
超

え
た
。
北
陸
新
幹
線
の
開
業
効

果
も
生
か
し
、
さ
ら
な
る
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
―
―
福
井
県
を

訪
れ
る
教
育
旅
行

の
傾
向
は
。

　
こ
れ
ま
で
は
関

西
発
、
中
京
発
の

中
学
生
の
教
育
旅

行
が
多
か
っ
た
。
中
学
３
年
生

の
修
学
旅
行
と
い
う
よ
り
も
、

中
学
２
年
生
の
自
然
体
験
学
習

や
課
外
活
動
な
ど
が
多
か
っ
た

が
、
最
近
は
大
阪
府
な
ど
か
ら

の
修
学
旅
行
も
増
え
て
き
た
。

関
西
発
、
中
京
発
に
加
え
、
今

後
は
北
陸
新
幹
線
を
生
か
し
、

関
東
発
の
教
育
旅
行
を
誘
致
し

た
い
。
２
０
２
６
年
度
の
Ｊ
Ｒ

の
連
合
体
輸
送
計
画
の
発
表
以

降
、
関
東
圏
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
お
り
、
今
後
は
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。

　
―
―
福
井
県
で
実
施
す
る
教

育
旅
行
の
魅
力
や
特
色
は
。

　
福
井
県
に
は
大
規
模
な
テ
ー

マ
パ
ー
ク
な
ど
は
な
い
が
、

「
幸
福
度
日
本
一
」
と
い
う
独

自
の
強
み
が
あ
る
。
こ
の
「
幸

福
度
日
本
一
」
の
背
景
を
、
農

山
漁
村
で
の
民
泊
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て

実
感
し
て
も
ら
い
た
い
。
２
泊

３
日
の
旅
程
で
あ
れ
ば
、
１
泊

は
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
１
泊
は
民

泊
・
民
宿
と
い
う
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
提
案
し
て
い
る
。
一
般
家

庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
、
家
族
の
一
員
と
し
て
福
井

県
の
生
活
や
産
業
を
体
験
し
て

ほ
し
い
。

　
―
―
民
泊
以
外
に
、
特
徴
的

な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
。

　
県
内
各
地
に
自
然
、
歴
史
・

文
化
、
産
業
、
食
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
多
様
な
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
伝

統
産
業
は
、
福
井
県
ら
し
い
テ

ー
マ
。
県
内
に
は
越
前
和
紙
や

越
前
漆
器
、
越
前
焼
な
ど
の
伝

統
産
業
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ

ア
が
あ
り
、
も
の
づ
く
り
の
技

や
精
神
に
触
れ
ら
れ
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
伝
統
産
業

の
担
い
手
不
足
に
悩
む
産
地
が

多
い
中
、
県
内
の
産
地
は
若
い

世
代
の
職
人
や
芸
術
系
大
学
の

卒
業
生
が
移
住
し
て
く
る
な
ど

活
気
が
出
て
き
て
い
る
。
一
般

消
費
者
と
交
流
す
る
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
て
い
る
。
も
の
づ
く
り

の
体
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業

振
興
や
地
域
活
性
化
に
関
す
る

学
習
に
も
つ
な
が
る
。

　
も
ち
ろ
ん
福
井
県
の
定
番
観

光
ス
ポ
ッ
ト
、東
尋
坊
、永
平

寺
、県
立
恐
竜
博
物
館
に
も
教

育
旅
行
生
が
多
く
訪
れ
て
い

る
。そ
の
中
で
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、２
０
２
０
年


月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
平
和
学
習
施
設「
人
道
の

港
　
敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
」。敦
賀
港

は
ロ
シ
ア
革
命
を
逃
れ
て
日
本

に
来
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
孤
児
や
、

杉
原
千
畝
氏
の「
命
の
ビ
ザ
」で

日
本
に
逃
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
難

民
を
受
け
入
れ
た
歴
史
が
あ

る
。敦
賀
ム
ゼ
ウ
ム
に
は
シ
ア

タ
ー
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
た
展
示
が
あ
り
、「
北
陸
唯

一
の
平
和
学
習
施
設
」と
し
て

教
育
旅
行
に
提
案
し
て
い
る
。

　
―
―
教
育
旅
行
の
誘
致
に
向

け
て
、
学
校
、
旅
行
会
社
の
担

当
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
は
。

　
「
幸
福
度
日
本
一
」
の
理
由

を
探
し
に
福
井
県
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
。
そ
の
理
由
を
知

る
た
め
の
探
究
学
習
の
素
材
が

た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
る
。
物

価
高
騰
や
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
福
井
県
で
の
教
育
旅
行
に

は
、
手
配
や
費
用
の
面
で
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
当
連
盟

を
中
心
に
県
全
体
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
態
勢
も
整
っ
て
い
る
の

で
、
福
井
県
で
の
教
育
旅
行
を

ぜ
ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
昨
年
３
月

日
に
北
陸
新
幹

線
が
福
井
・
敦
賀
間
で
開
業
し
、

約
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
開

業
効
果
を
県
内
全
域
で
持
続
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
当
連
盟
で

は
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
や

首
都
圏
等
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
に
加
え
、
観
光
事
業
者
の

支
援
や
観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
、

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
宿
泊
施
設
の
稼

働
率
は
、
土
日
祝
や
観
光
シ
ー

ズ
ン
に
は
高
く
な
っ
て
い
る
一

方
、
平
日
等
と
繁
閑
の
差
が
大

き
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
宿
泊

旅
行
者
や
観
光
需
要
を
平
準
化

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
、
教
育
旅
行
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
福
井
県
は
、
美
し
い
自
然
や

個
性
あ
ふ
れ
る
歴
史
・
文
化
・

食
な
ど
、
多
種
多
様
な
資
源
を

有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間

調
査
の
「
全

都
道
府
県
幸
福

度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
６

回
連
続
の
「
幸
福
度
日
本
一
」

を
受
賞
す
る
な
ど
、
住
み
や
す

く
暮
ら
し
や
す
い
地
域
と
い
う

高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
教

育
旅
行
先
と
し
て
、
探
究
学
習

に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
が
豊
富
に

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
」

で
は
、

体
以
上
も
の
恐
竜
骨

格
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
太
古

の
恐
竜
の
世
界
を
体
感
で
き
る

ほ
か
、
化
石
発
掘
体
験
も
可
能

で
す
。

　
「
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
」

は
、
現
在
も
多
く
の
僧
が
修
行

に
励
む
禅
の
修
行
道
場
で
あ

り
、
坐
禅

ざ
ぜ
ん

を
通
じ
て
自
分
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
城
下
町
が
ほ
ぼ

完
全
な
形
で
発
掘
さ
れ
た
「
一

乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
」
は
、
２
０

２
２
年
の
博
物
館
の
オ
ー
プ
ン

に
よ
り
、
戦
国
時
代
の
城
下
町

の
成
り
立
ち
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
井
県
で
は
旅
館
、

ホ
テ
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

民
泊
や
民
宿
の
受
け
入
れ
団
体

も
数
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
各
受

け
入
れ
家
庭
は
第
１
次
産
業
を

生
業
と
し
て
い
る
方
が
多
く
、

日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
農
業

体
験
、
漁
業
体
験
、
林
業
体
験

な
ど
幅
広
い
体
験
が
可
能
で

す
。
地
域
の
温
か
さ
に
直
接
触

れ
、
伸
び
伸
び
と
生
活
で
き
る

様
子
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
福
井
県
に
は

学
び
の
要
素
が
た
く
さ
ん
そ
ろ

っ
て
お
り
ま
す
。
北
陸
新
幹
線

延
伸
開
業
に
よ
り
、
利
便
性
が

向
上
し
た
福
井
県
を
訪
れ
、
幸

福
度
日
本
一
を
支
え
る
県
民
の

暮
ら
し
を
ぜ
ひ
肌
で
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　
２
０
２
４
年
３
月
の
北
陸
新

幹
線
金
沢
・
敦
賀
開
業
に
よ
り
、

関
東
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
。
乗
り
換
え
な
し
で
東
京
―

福
井
間
が
最
短
２
時
間

分
、

東
京
―
敦
賀
間
は
最
短
３
時
間

８
分
と
な
っ
た
。
福
井
県
内
の

道
路
網
で
は
、

年
以
降
に
県

内
の
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
全

線
開
通
し
、
バ
ス
な
ど
で
の
移

動
の
利
便
性
も
高
ま
る
。
移
動

手
段
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
金

沢
や
京
都
・
大
阪
と
組
み
合
わ

せ
た
教
育
旅
行
も
可
能
だ
。

　
福
井
県
は
、
「
幸
福
度
日
本

一
」
に
選
出
さ
れ
た
地
域
の
特

性
を
前
面
に
押
し
出
し
て
教
育

旅
行
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
触
れ
て
も
ら
う
探
究
学

習
の
テ
ー
マ
は
、
県
民
の
暮
ら

し
を
は
じ
め
、
伝
統
産
業
や
も

の
づ
く
り
、
農
林
水
産
業
、
歴

史
・
文
化
、
豊
か
な
自
然
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
、
平
和
な
ど

多
種
多
様
だ
。

　
も
の
づ
く
り
＝
耐
久
性
千
年

と
い
わ
れ
る
越
前
和
紙
を
は
じ

め
と
す
る
伝
統
工
芸
、
最
先
端

の
技
術
で
国
内
シ
ェ
ア
首
位
の

メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
な

ど
、
世
界
に
誇
る
も
の
づ
く
り

の
技
と
精
神
に
触
れ
ら
れ
る
。

　
第
１
次
産
業
＝
漁
業
、農
業
、

林
業
な
ど
を
生
業
と
す
る
地
域

住
民
と
の
交
流
を
通
じ
、
自
然

と
共
存
す
る
暮
ら
し
を
体
感
で

き
る
。
県
内
各
地
で
体
験
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い

る
。

　
歴
史
・
文
化
＝
現
在
も
修
行

場
と
し
て
名
高
い
曹
洞
宗
大
本

山
永
平
寺
や
戦
国
の
栄
華
を
残

す
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
、
多
く

の
古
刹

こ
さ
つ

や
文
化
財
が
現
存
す
る

若
狭
地
方
な
ど
、
歴
史
、
文
化

を
体
感
で
き
る
名
所
が
数
多
く

あ
る
。

　
自
然
＝
高
さ
約

㍍
の
岩
壁

が
続
く
海
食
崖
が
見
ら
れ
る
東

尋
坊
や
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録

湿
地
の
三
方
五
湖
。
三
方
五
湖

の
一
つ
、
水
月
湖
に
は
、
世
界

に
も
例
が
な
い
７
万
年
の
歳
月

を
か
け
て
堆
積
し
た
「
年
縞
」

が
あ
り
、

年
９
月
に
は
福
井

県
年
縞
博
物
館
も
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ま
た
、
世
界
三
大
恐
竜
博

物
館
の
一
つ
、
福
井
県
立
恐
竜

博
物
館
は
、

年
７
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
で
、
化

石
発
掘
体
験
も
で
き
る
。

　
食
＝
福
井
県
は「
食
育
の
祖
」

石
塚
左
玄
の
ふ
る
さ
と
で
、
食

育
の
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
、
か
つ
て
福
井
県
は

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
を
朝
廷
に
献

上
し
た
「
御
食
国
」
と
呼
ば
れ

る
食
材
の
宝
庫
で
、
今
も
独
自

の
食
文
化
が
息
づ
く
。

　
こ
れ
ら
の
学
習
テ
ー
マ
に
触

れ
る
滞
在
ス
タ
イ
ル
と
し
て
最

適
な
の
が
、
地
域
住
民
と
家
族

の
よ
う
に
交
流
で
き
る
民
泊

だ
。福
井
県
で
の
教
育
旅
行
は
、

旅
館
や
ホ
テ
ル
、
民
宿
で
の
滞

在
の
ほ
か
、
民
泊
の
受
け
入
れ

態
勢
が
充
実
し
て
い
る
。
受
け

入
れ
家
庭
に
宿
泊
し
、
家
業
で

あ
る
農
業
や
漁
業
を
体
験
、
調

理
も
手
伝
っ
て
食
卓
を
囲
む
。

福
井
県
民
の
暮
ら
し
に
直
接
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
民
泊
の
受
け
入
れ
団
体
「
教

育
旅
行
ふ
く
い
」の
傘
下
に
は
、

福
井
市
東
足
羽
地
区
に

軒

（
受
け
入
れ
可
能
人
数

人
）、

福
井
市
西
海
岸
地
区
に

軒

（
同

人
）
、
越
前
市
今
立
地

区
に

軒
（

人
）
。
「
若
狭

路
は
あ
と
ふ
る
体
験
」
の
傘
下

で
は
、
美
浜
町
、
若
狭
町
に
１

１
１
軒
（
同
４
４
４
人
）
の
受

け
入
れ
先
が
あ
る
。

　
福
井
県
観
光
連
盟
で
は
、
教

育
旅
行
に
関
す
る
支
援
制
度
も

充
実
さ
せ
て
い
る
。
「
教
育
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
の
素

材
は
、
福
井
県
公
式
観
光
サ
イ

ト
「
ふ
く
い
ド
ッ
ト
コ
ム
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。


